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スマート水産業研究会（2019年度）のスケジュール

水産業の明日
を拓く

スマート水産業
研究会

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

第１回
第２回
（仮）

第３回
（仮）

第４回

第１回研究会の内容
会長副会長の選出
WTで協議する当初の協議テーマの決定
（流通・加工WTは別途）

第２回研究会の内容
各WTで協議した結果の報告・検討
WTで協議するテーマの追加・変更

第３回研究会の内容
各WTで協議した結果の報告
WTで協議するテーマの追加・変更等
中間とりまとめ案の提示・承認

第４回研究会の内容
各WTで協議した結果の報告
最終とりまとめ内容の決定
次年度以降の検討課題等の確認

中間とりまとめに向けた案の
作成・内容の調整確認

中間とりまとめを踏まえた
最終とりまとめ案の作成・
内容の調整確認

テーマに基づく協議
（適宜開催）

２

流通・加工ＷＴの
テーマ決定

合同ＷＴの開催

テーマに基づく協議
（適宜開催）

テーマに基づく協議
（適宜開催）



2019年度スマート水産業研究会の当初協議テーマ（案）

※流通・加工WTについては第１回研究会開催後に設定

〇 連携基盤WTで議論する範囲について確認

第２回研究会までに実施・報告

〇 WAGRIに関する理解の増進（提供されているAPIやサービスの事例等）

〇 水産業データ連携基盤（仮）を構築するためのロードマップと各WTの役割を確認

〇 WAGRIと共通仕様とした基盤を構築を検討する上で必要な水産分野に限定される情報を整理

〇 水産業データ連携基盤に必要とされるAPIや同連携基盤の活用により展開可能なサービスの検討

第２回研究会までに結果報告

〇 漁業・養殖業現場の生産活動のデジタル化の現状の把握と課題の整理
（未着手で今後導入可能なものについても検討）
〇 漁業・養殖業のスマート化技術の現状と課題の整理

〇 スマート漁業・養殖業を展開していく上で必要となるデータ・システムの分析・検討
（現状と今後のスマート化推進に向けた検討課題・新規データ取得の開拓分野の提示）
〇 漁業・養殖業業者が上記データ・システムを利用あるいは基盤に提供する場合の問題点と対策の検討
〇 漁業・養殖業スマート技術の開発者（既存会社・ベンチャー企業・大学）と水産関係者の横展開推進策の検討

第２回研究会以降に議論するテーマ
関係機関等との協議を踏まえ、第１回～第２回研究会の間に原案を提示

〇 養殖業におけるスマート化の取組及び現場ニーズ（行政ニーズ及びビジネスニーズ）の取り纏め
〇 養殖業におけるスマート化に実現可能なシステム及びその導入のあり方について検討

〇 養殖業スマート化を促進するための課題及び施策に関する提言

〇 水産業で活用可能な既存のオープンデータの整理

３

水産業データ連携基盤（仮）の活用に向けて必要な議論を実施

漁業・養殖業の生産活動のデジタル化を進めていくために必要な議論を実施

第３回研究会までに結果報告
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